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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は養護教諭の専門職としての成長プロセスの生成と、それに基づいた
研修プログラムの開発である。この目的に従って、経験20年以上の養護教諭へのインタビュー調査結果をM-GTA
の手法を用いて分析し、養護教諭の成長プロセスの概念を生成した。
　また養護教諭養成段階から成長を促すために、養護実習内容の実態調査を行い、養護実習プログラムの開発の
ための、基礎資料(養護実習　実習項目スタディマップ、実習ハンドブック）を作成した。さらに、養護教諭養
成のカリキュラムである「健康相談の理論と演習」について、授業内容を再構成し、その効果について検証し
た。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to generate a growth process as a specialized 
professional for Yogo teachers and develop a training program based on it. In accordance with this 
purpose, the interview survey results with Yogo teachers with over 20 years of experience were 
analyzed using the M-GTA method, and the concept of the growth process of Yogo teachers was 
generated.
Furthermore, to promote growth from the Yogo teacher training stage, an investigation was conducted 
on the actual content of Yogo practicum, and foundational materials (study map of practicum items 
and practicum handbook) were created for the development of a Yogo practicum program. Additionally, 
the curriculum for Yogo teacher training, specifically "Theory and Practice of Health Counseling," 
was reconstructed, and its effectiveness was examined.

研究分野：教育学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
平成28年より、文部科学省は、これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について検討し、校長及び教員
としての資質の向上に関する指標の全国的整備を進めてきたが、本研究結果も養護教諭の成長プロセスを明らか
にすることで、養護教諭の資質能力の向上に必要な要素を明らかにすることができた。また、資質の向上に関す
る指標(育成指標）は、各都道府県及び政令指定都市等自治体ごとに作成されているが、それらと合わせ、本研
究で開発された研修プログラムを実施することで、養護教諭の養成並びに現職養護教諭の資質能力の向上が期待
できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 養護教諭が子どもの現代的な健康課題に適切に対応していくためには、常に新たな知識や技
能などを修得していく必要があり、そのためには、養護教諭の特性を考慮した養成や研修プログ
ラムが欠かせない。しかし、これまでの養護教諭の養成や研修に関する研究は、力量形成や実践
力向上に主眼が置かれており、養護教諭の専門職としての成長のプロセスの視点を考慮した研
究は極めて少なかった。そのため、養護教諭の成長プロセスに主眼を置いた研究を行うことで、
力量やスキルの獲得だけではなく、長い目で見た成長プロセスに基づいた育成方法の研究につ
なげることができる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、質的研究と量的研究の混合研究法デザインにより、次の 2点を目的に実施する。 
すなわち（1）養護教諭の専門職としての成長プロセスの実証的研究および（2）養護教諭の成長
プロセスに基づいた研修プログラムの開発である。 
（1）では、①質的研究に基づき養護教諭の専門職としての成長プロセスの概念モデルを生成す
る。 
（2）では（1）で明らかになった要因を改善・促進するための研修プログラムを作成し、効果を
検証する。 
 
３．研究の方法 
 （1)養護教諭としての経験年数 20年以上の養護教諭 10 名を対象とし、半構造化インタビュー
を 2014 年 10 月～2015 年 3 月にかけて実施した。インタビュー内容は、養護教諭として初
任当時から現在に至るまでの過程や、そこでの養護実践の詳細についてである。質的データ
について 2016 年から 2017 年にかけて M-GTA 法で分析した。 
（2)①養護実習プログラム開発のために、2016 年 8 月から 2017 年 1 月にかけて養護実習生
(大学 3年生)11 名と附属学校養護教諭 11名に対して質問紙調査を行い、養護実習前後の
学生の意識調査並びに養護実習受け入れ状況、養護実習指導内容をカテゴリーごとにま
とめ、分析した。また分析結果をもとに「養護実習 実習項目スタディマップ」と実習前
の学びのための「実習ハンドブック」をデジタル教材として作成した。実習ハンドブック
を使用後、その効果およびそれを配信する教育 SNS の効果について、実際に使用した大学
３年生 12 名を対象に 2019 年 7 月に質問紙調査および WEB アンケートを実施した。調査
結果は、ユーザーローカル テキストマイニングツール 
（https://textmining.userlocal.jp/）を用いて分析した。 
②養護教諭養成大学のカリキュラムである「健康相談活動の理論と演習」の授業の 2020 年
度受講者 10 名の授業毎ごとのレポート及び最終レポートを分析対象とし，計量テキスト
分析ツール（KH Coder 3）を用いて分析した。 

 
４．研究成果 
(1)23 の概念および 5 つのカテゴリーを生成した（図１）。養護教諭は、まず初心者として【養
護実践の自律的実行までの模索】を経験して、一人前の段階に至り、その後【養護実践の柔軟な
展開のための方策】をとることで、【実践知の蓄積と養護観の獲得】ができる中堅者の段階に至
り、最終的には熟達者として【専門職としての深化と拡充】の段階を経て成長していた。また、

【養護実践の自律的実行
までの模索】以降の各段階
で、【成長のプロセスに影
響を与える要因】が成長の
プロセスに影響を及ぼし
ていた。また、成長のプロ
セスに内在する、成長を促
し、成長の停滞を乗り越え
るポイントとして、＜提示
された力量向上の機会へ
の挑戦＞、＜周囲の役割期
待に応じた養護実践の実
施＞、＜省察による自己認
識と養護観の深化＞の概
念が挙げられた。 
 
 
 



 
 
 
（2）①養護実習生への意識調査の結果、実習前は、不安や自信のなさといったネガティブな思
いが強く表れていたが、実習後は、大変さを実感しつつも充実感や達成感を感じ、さらに翌年度
に行く養護実習に向けて知識や技能を習得するだけでなく、コミュニケーション能力なども磨
く必要性を感じていた。また、実習前は、主に救急処置や保健指導といった、いわゆる養護教諭
の執務内容の習得に対する期待が大きかったが、実習後は子供の見方や対応の仕方、教員そのも
のについての理解や、学校組織や教員という立場を学ぶ機会であったと認識していることが明
らかになった。養護実習指導内容は、表１の分布のように、一週目から三週目までに徐々に、学
校での活動に参画していく内容となっており、段階的に実習プログラムが組まれていることが
明らかになった。またこの分布を氏かっかし、「養護実習実習項目スタディマップ」を作成した
（図２）。このスタディマップを実習前に学生に提示することで、により、学生が実習の全体の
流れを把握し、先を見据えた活動をすることができるようになった。 
 

表１ 養護実習指導内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 養護実習 実習項目スタディマップ 



 
 また、実習ハンドブック(図３)は、具体的に実習中に起こりそうな事例について、学生がアセ
スメントと対応を考えワークシートに記入した後、実際の対応を示し、比較検討ができるように
したものである。事例提示に使用する写真等はできるだけ実際の事例に基づいたものにするた
め、附属校のケースのものを使用した。 

図３ 実習ハンドブック（外科編・例） 
 
実習ハンドブック使用後の調査の結果、学生の養護実習への意識が、指導前はぼんやりとした
イメージにとどまっていたのが、指導後は、救急処置や保健指導といった具体的な職務内容へと
意識が変化したことが明らかになった(図４，５)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３．養護実習はどのような学びになると思うか(指導前)       図４．養護実習はどのような学びになると思うか(指導後) 

 
②授業レポートの分析の結果、授業目標①児童・生徒の心身の発達について理解する，②カウン
セリングの基本的な知識と技能を習得する，③養護教諭の職務と，保健室の機能を活かした健康
相談活動を理解し，実践できるようになる、に関するキーワードの出現が全体を通してみられ，
授業目標はおおむね学生にも認識されていることが明らかとなった。また，授業目標③《養護教
諭の健康相談》については，「チーム学校」「連携」のキーワードの出現があり，学生にとって養
護教諭の健康相談にはこれらが欠かせないものと認識されていることが明らかとなった。 
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